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  研究要旨 
 「音声言語獲得に手話併用の優位性はあるか」のCQに対する解
説を継続して検討・修正を行った。あわせて関連する海外書籍の
翻訳を通し、人工内耳装用児の発達においては、療育手法とその
内容の十分な検討が重要と考えられた。 

 

 

   Ａ．研究目的 
    人工内耳装用児が音声言語を獲得する 
  上で、必要な療育手法や内容について検 
  討した。 
   Ｂ．研究方法 
     昨年度行ったシステマティックレビュ 
  ―に加えて、AV法に関する書籍をもとに、 
  CQに対する解説内容の問題点や課題につ 
  いて分析した。 
   Ｃ．研究結果 

 人工内耳装用児の言語習得においては、 
  音声、書字などの多様な言語的側面を評 
  価し、かつ体系的な指導が重要であった。 
   Ｄ．考察 
  人工内耳装用児の音声言語獲得において 
  は聴覚活用は重要といえるが、これに加 

えて生活全般を通して言語力そのものの 
向上を促す必要性が考えられた。 

  Ｅ．結論 
  人工内耳装用児の言語習得のためには、 

様々な言語的側面に体系的にアプローチ 
することが重要である。  
Ｆ．健康危険情報 
 該当なし 
Ｇ．研究発表 
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